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本誌の主張

1. 教育の茎調は健康にある

2. 栄養に関する正しい知識を普及する
3. 食生活の改善により国民体位の向上を

はかる

岳心】
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入 生 の

学校における保健管理は，児童生徒や教職員の健康の保持

増進を図ることによ って，

保 健 管 珪！

学校教育の円滑な実施とその成果

の確保に資することを目的として行なわれるものである。

医学博士 水 野 俊 夫

学校教育が¥.L]r/'l・に実施されるためには，教n1りが児廊

の一人一人についての健康状態を正確に把賑している

ことが必要であるとともに，梨団と しての生活が乱さ

れることなく安';ic'.していることが必要なのである。

また，学校教育の成呆を確保するためには‘常に学習

能率の向上促進を1図らなければならない。そのために

は児童の健康が基礎であることを知らねばならない。

学校教育を建築に例えて見れば，台風や地店などに

耐える立旅な建築を完成するためには，基礎になる土

台の建設を打ち立てた上に必要な柱をそろえてこそ，

真の完全建築となるのであるが，学校教育における各

教科の教育的成呆は磨き上げられた柱に相当するもの

であ って，この各教科の柱がいかに立旅に磨かれても

その柱を立てる土台となる児滋の健康に

ついて基礎的な建設を施さなかっ たな ら

ば， この人間建設はやがて社会という風

雨にさらされた時にたちまち崩壊してし

まうであろう。

したがって，学校教育においては児童

の学習能率の向上を図ると同時に，児童

の体位向上のために保健管理をすること

が重要な責務の一つであって，そのこと

が心身ともに健康な国民の育成という教

育の目的につながる ことになるのである。
: ................................... , 

；健康診断i
・............................................. 

すべての教育活動は，児甑の心身の発育に応じて系

統的，段陛的に実施されるべきであっ て，そのために

は児滋一人ー・人について心身の発達状況を正確に把握

していなければならないのである。

健康診断の結呆疾病異常が発見されたときは，その

疾病異常が学習能率を阻害 している因子である ならば，
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それを除去することにより ，または治療することによ

って学習能率を向上させることができるのである。

また，その疾柄異，府が体位の向上を阻宙 している因

子であるならば， それを除去するか治療することによ

って発育が促進されて，体位の向上が期待されること

になる。
, ........................................... , 

；近視l
............................................. 

児滋生徒の近視の被息率は年を追う てしだいに増大

しているのであるが，このことは学習能率を1俎害する

ばかりでなく，体位向上を阻む因子の一つとなること

はいうまでもない。

近視の年齢別該当者率は下図に示 した通りであるが，

中学校の年齢）凶から急激

に多くなり高等学校では

以上の高率を示すに至る

年齢別近視の該当 者辞i

のである。 しかも小，中，

高校のどの年齢において

も常に女子の方に被息率

が高いことは注目すべき

ことであろう。

近視の原因として，逍

伝，不良照明，眼の過度

の使用等が考えられる。照明の不良については， 学校

生活において も家庭生活にあっても案外無関心で過さ

れている場合が多いように思われる。特に家庭におけ

る勉強や作業の場合は，机面の照度は 150ルクスはほ

しいも のである。 裁縫や製図などの細密な作業をする

ときは 200~ 500ルクスを必要とする。
照炭の不足や均一照明てないこと， まぶしい照明，

色聞の不良等が長期間にわた って続くと視力の減退を

きたす原因となる。

8,'IU II . . . 
小 字校

" 13 " . . , 
中キ校
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石〇字校
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教室における照明の不良は学習能率の低下をきたし，

視力減退とともに教育上の大きなnu:俎である。
：● ● ......................... ● ........ ● 9ヽ...., 

！寄 生虫l
................................. ● ● ......... .' 

寄生虫は，結核や虫歯と並んで三大国民病の一つに

数えられるほど，わが国では国民の多数が感染の経験

を有するために，健康に及ぼす害席について無関心で

いる場合が多いのである。 しかし， '.!,f,,:. 虫感染による

健康j(,'訳片や学習能率の低下などの守:r.号は決して少ない

ものではなく，ただその進行がゆるやかで、急激に症

状が視われないために見逃されていることが多いので

ある。

戦前 （昭和10年ころ）は，束京の中心；¥ll (京橋や神

田な ど）と農村部の虫卵保有率の比恢では10%対40%

で，その差30%の開きがあ った。 それが戦後昭和24

年には， 都心部も牒村部も約70%の感染率を示し，

そのまんえんが全都民に及んだことを知ったのである。

その後学校では定期的に検便を実施し集団駆虫を実

施するとともに，環境衛生の整{Ji/)や手洗いの保健指導

によって漸次減少し， 最近では都心行IIで15%1lfi後と

なり， 特に熱心に努力しておられる学校では1s% r11i 

後にまで下げられた優秀な学校がある。

これまでは，寄生虫と いえば回虫であったが，これ

からは鈎虫（十二指腸虫）と饒虫についても集団躯虫

対策を考え，児磁の健康が寄生虫のために1りl'内される

ことのないようにしてゆかなければならない。
: .. ● ● ● ● ● ● ... ● .. ● ..... ● ...................... , 

；む し 歯 [
: .................................. ● ● ● ...... ・ 

小学校の児童がほとんどすぺての者が竹＇［患している 。

特に戦後のむし歯被患率は毎年増加するばかりで，学

校衛生統,d・で見ても小学校の入学児窄が 85%もむし

歯をも っている ・J(実は，学校保健の立．場からまことに

汲褪にたえないところである。

しかも， この中で予防処岡を完了している者はわず

かに3%位しかないのであるから，児常の保健 I・.から

早期に処問するよう、 1呆健指;q.をも っと徹底する必変

があろう。

小学校の時に乳歯が抜け変わって永久歯に変わって

ゆくので， とかく未処戦のまま放間する例が多いので

あるが，永久歯を真に充令に保護するためには乳歯の

時に早期に処閻しておくことが必嬰なのである。

歯は栄脊を坂入れるl"l戸であって，そ しゃくを変す

る森物はすべてここで消化の第一歩が始まるのである

から，このl''l戸が完全であるかどう かは児滋の健康に

大きな影態のあることはいうまでも ない。

年齢別むし歯の該当者串
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；健 康観察 i
・.. ,, ... ,, ......................... . 

応i1の 11 •,:i:;11:_活を健Lk的にするためには，家庭'l:i舌

にあ っては（呆，；俊者、学校生括にあっ ては教r:1¥iが児常の

11・,:j:; の健W状態に注訟 し，その状態に応じた適切なlj:_

括指沌を行なうことが必要：である。

注息深い/:J祝は，わが子の動作や食・J;:のときなどに

その健康異常を兄出すことができるものである。

経験豊富な教師は児疫の表情や動作，姿勢， 言諾な

どから，児竜の心身の健康閃:,:i;を発見して早期に適切

な処i習を講ずることができる。

学校における健康観察は，すべての教師が担当すべ

きである。なぜなら，教師は常時児童の健康状態を知

悉し，その状態に応じた学習指導を しなければな らな

いからである。

健康観察は ・F-1の学やけ舌動の始まる軋1の集会か第

時限で行なうことが効果的である。

例えば，第 時限の始めに出），'i';をとりながら児常の

一人一人についてその健康状態などについて観察する。

また， H時にそのnの欠），'i'i状況にti':意して，伝染納や

食,1―1甜の発'i'.などについて徴仮の布無を観寮する。

健康観察は，家庭 と学校が常にお互いに連絡し合っ

て協力することが必要である。

児常の H'常の健瓜状態は、学校医の行なう健康診断

の際における診断のIEMiを期するための参考狡料とし

て、欠くことのできないものであるから必らず健康観

察，；已録筑iに記入しておくことを忘れてはならない。

（東京都教育庁保健課長）
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必＆学児童 の保健指導， 
ー現場ではこのような努力が積まれている一

三 島
、ン
逗子

I 入学児童をみつめて

希沼と喜びにみち，多くの夢をいだいて枚l"lをくぐ

る新入生， 吝に可愛い瞳をむけ， — •言 •句ききもら

すまいとしんけんにみつめている帝顔を眺め，この子

らがすこやかに育ってくれることを第一に願った。

入学という人きな喜びの反,m,環扱や生活の仕方の
変化による不安，必要以上の緊張による疲労，さらにこ

れまでにない広い環境を与えられた始しさのための運

動過剰などを考えると，新入生の保健指迎は他の学介

とはちがった観点に立たなければならない部而がある。

I[ 身体検査の結果について

体位 比較 表
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かにせまい。

・近視 ・昴疾・う歯 （乳歯）・）支1村疾患 （白癬 ・湿疹）

が意外に多い。

・入学前にわか っている疾忠で，そのまま入学後まで

もちこされているものが相当数ある。

疾病 異 •a:,- 者翡ぺ（』紐人員男 35 女 76)

疾 J三 は繹iid斗・ljfr眼色胸符 1栄
乱 処＊品ア 耳中

‘性位 液 店桃Iデ
時¥¥ I 

I 
処腺ノ 耳

期 : IJ¥護骰；代病慶イド疾 垢 炎視疾神郭 fl:脊

二I: I~ ~:: I ]: 1-¥-1号翌瓢j ~ :胄
戸 1男113[ 1竺 30[ 8 ~ 24 [ 0 I 1 f. I―0-i 2 _I O I。's
（ 昭3 4 . 4 ) ・女 7 1 1 1 0 1 7 1 I O 1 6 0 0 . 1 0 0 I O 1 2 1 可―了

皿保健指 導

以 I・.のような実態と，新入生の牡殊nとを考察の I・.,
次の・Ji:項を指沌の努力、点とした。

1. 健康的な習慣づけ

こ の時期における健康習恨の形成は，児'i'~各1・1の生

託を通じて健康生活の邸盤となるものであり， きわめ

て大l.;IJなrn-i:姐であり健康指沌の中核となるものである。
(I) 直点項目

• .!.1.!. 私早起き

• よい姿勢

・手洗1,,

• 川便の仕方

・身のまわりを消 な

潔に

(2) 健康生活カード

カードを各自に与え，毎朝，朝のそうだんの時間

を利用して，爪・ 手足 ・服装の泊潔，ハンケチ ・は

な紙の所持について調べ，あとの項目については，

給食後反省し合って0,Xを記入する ことに した。

2. 疾病異常者の処置対策

．疾糾異常の早期 治療状況調ペ

- ~ ~;~カートの発『'号1発:,1:~1三

オロイ［口：1：：
健康観察は，助時随所で機会ある ごとに行なうが，

特に朝の観察に前点をおいている。
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健 康 観 察 表 5. 

項 いち目皮鍔贔 そ元か給す
つが 気れ食

目もうが が菫日 と 府,,---"--,のな
頷色 赤 かは く

ぜし ‘ 
がい病か他つ

ニ；I二II~I_'. 
3 , , I , 

(I} 

(2) 

観察事項

・身休状況について

・粘神状況について

・身休・衣服・教室17'1の対i潔炭について

・要脊護児-ri'tの継続観察

結果の処理

4i 

・状況によ って，脊護教諭 ・校灰 ・家庭に辿絡して，

適当な処間をとる。

・学習1(1iにおいては， 1暉の他利炭を考庇したり，

仝休に疲労度が罰餌著な場合は，教材の坂扱いに変

化 をつけたり，換気 ・採光 ・（呆温に考胞 を加える。

体位の向上

・胸囲が男女ともせまい。

• 北陸地方特有の，睛天の日が少なく，年間40%よ

り外に出られない。

以上の二点から

・天気の よい Hは休憩時はもちろん， 家庭へ帰って

からも，つとめて戸外での遊びを奨励する。

• 週三時間の体育の時r:りも， nw天の場合は必ず外に
出，雨天の時も，晴れ間をみて，っとめてアスフ

ァルトの運動場で行なうようにする。

・同'.,i:'.施設の利用 ぶらんこ・回旋塔・リ ング ・山

形孟梯 ・ ば：j鉄棒 ・ 登り棒シーソー ・低鉄棒 • 砂場

・入学当初は

不安と緊張

で，多少の

疲労も手伝

い体用がヘ

給食指導

• 楽しく愉快に食事をする習慣態度を脊う。

・食物はなんでも好き嫌いなく，おいしく食べる習

慣態疫を養う。

・健康なからだ をつくるためには，栄脊の必要なわ

けを1簡単にわからせる。

• J・.-1孔こより，入学当初は，ほと んどの児旅に好き

嫌いがあ っ たのに， —;J J 木 では， 47% ま で矯正さ

れている。 これも学校給食の彩評と喜んでいる。

6. 安全教育

• 安令に登下校ができるように習恨づける。

・運動楊や教室などで，友迂と安全に楽しく遊ぶ態

炭を脊う 。

・交通Ji故の原因 ・交通安令のきまり 。I郎下の歩き

方 • あぶない遊び ・ 固定施設の使いプjなど， 生命

の間函であ 外 f葛手当調べ

るから充分

麟が徹底I
n 14 I s 1 6 1 1 I 9 I 10 11 I 12 I 1 I 2 
男 1 4 3 5 716了[3 6 I 3 するように 女 , 1 ~ 1 , 1 , ,1,11111,1, 

つとめた。

・4~5月のころは，学校になれないためか，運動

:1しも少なく， 外協手当を受けたものはあ まりなか

ったが，六月以降だんだん多くなり，特に男子の

遊びがはげしくな ったように思われる。

っている。

しかし，給
1~ 14 

食 ・運動 ・

) Jr油の服用 (88%)などにより ，

と，体位は向上しつつある。

9

9

9

9

ー
な

二学期，三学期

家庭との協力

新入If:_として特に考えねばならないことは，家庭と

の協力である。 これまでの子供の生活の本拠は，何と

いっても家庭にあったのであるが，四月から学校とい

う大集団の中に牛活の本拠を移さねばならなくな った

のである。当然家庭の協力を嬰詰 しなければならない

し， また沼ましい協力なくしてはその教育効果は期待

できないのである。・したが って，直接，間接の密接な

協力と連絡を図 って，学校生活第一歩をあやまらぬよ

う指沌したいものであ る。（宮山市西田地方小学校教諭）

紙面のつごうでi知「［な役料を割愛しなければならなかったことを

おわびします。 （編集1系）

N 
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．，ーーー一菜育宍践翌5_______――----
,,~ き地集1日か子甚心，≫--―← -------------•—----- -- --------

-------------------- ------------------------------------

一佳康を加か＇沢戸＇もど赦坤—
t------------------------------------------------------------------

祁冨位登美
新しい時代にたくましく生き抜く子供の健康と人間完成は

現代の感党を生かした社会的な要請であると思われる。

だから，吾々は，体育保健の面にウェイトを，おくことは

もちろんであるが日々の学習をとおして太田の子が明る<'

すこやかな，たくましい活発な学習活動の展開をはかるには，

どうすべきか， どうあるべきかについて，みんなで思索し話

合ってみた。

そこで，常に，「子らと共に，子らをみつめて，また親と共

に」ということを心のいましめとして歩ゆんで米た。

(1) 谷間の子供

ここの子は，山と山とにかこまれた，だんだんしる田の中

に散在している家でくらし，労働に強要されている。

その子供のいる家は，ほとんど東向きなので， 日照時間も

短かい。子供は，いつも，暗い，寒い部屋でくら している。

その上，洗面所 ・浴室などの胞設を持たない旧体そのままの

構造のなかにとじ こめられている。一一玄関先の外便所 ・土

間のかた隅でのふろ場＿夏，秋の洗面 ・入浴はともかくと

して，家は寒いし，暗いから， 叱られながら洗面したり入浴

している現状である。

(2) 歩〈子供連

谷間で暮らすこどもの姿体は，登下校の坂道，ほそいあぜ

道での手伝いの姿が静止的で、 とかく前かがみの姿勢になり

、,.,-_―---、----ー、~"'~""'--ーー、

易い。であるから，体そのものは強健であるが，休格そのも

のが発育小と断定されている（昭 31年度体格図による。）

そこで，子供や教師と話合って，学校で毎日，運動場を歩

くことにした。

たのしい音楽がスピーカーから流れると，校舎の中から，

校庭の裏から運動場の隅からみんなが出てくる，胸をはり，

手を振って，子供も教師も十分間歩く ，その姿は， 実にほお

えしまい，そのことが積みあげられてか，両親から，「子供が

元気になった。 明るくなった。その上，とても姿勢がよくな

った」とよろこんでいただいている。

特に，子供の登下校の姿が正しくなったので，そのためか，

交通事故皆無という現状なので，おまわりさんにもよろこん

でいただいている。

(3) 太田の子の体力図

このたび，体カテストを実施して，体格，運動能力の姿を

クモノスグラフで書かせてみた。いろいろな文献をもととし，

身長，体重， 50m走，立巾とび，ポール投げ，けんすいの六

項目について測定と採点を行なってやってみた。

3ねんのF児ー一「ぽくのミくもの巣、けんすいのところが

ひっこんだ。父ち ゃんどうしたら よい」たま 「おい君は休も

大きいので，どこもふくらんでいるな一」と一人一人が，体

格と体力を知って，今後どうすればよいのかが判った。それ

'""'""'""""""'ビタ ミン発見満 50年に際しで"'"'""''''''""'"
t 

今年はピタミンにとって記念すべき年である。それは

ビタミンが発見されてから，ちょうど満50年になるから

である。

ヒタミン発見は鈴木梅太郎博士が1910年に米糠からオ

リザニンを発見したのが最初である。このオリザニンは，

いわゆるピタミンBで，この発見以来多数の学者によ っ

て相次いでA,C,D,E,B2瓦 等の新らしいピタミンが発

見され，今日ではアルファベットによ って名のつ くピタ

ミンが多数あることはご承知の通りである。

これらピタミンによ って従来の栄投学説の欠陥は補わ

れ栄餐欠陥のために起っこたいろいろの病気， 例えば夜

盲症 ・脚気 ・壊血病等の予防や治療に役立ち，多く の人

々を救っているが，これらピタ ミン発見以前にも，いろ

いろの経験や研究でピタミン不足による病気の予防や治

療が行なわれていたのである。そのよい例が河合租太郎

博士の研究で， ピタミンAの発見以前に，博士は既に肝

油の薬効について研究し，その飲み難い油状肝油を服用

容易に，品質を安定した固形乳剤即ち肝油ドロ 、ノプの製

品を発明し特許を獲得したのである。

この肝油ドロソブ発明が今年でちょうど 50年目に当

ることは，前記ピタミンの発見 50年と思、い合わせると

き，まことに意義深いものがある。 CK.I) 

t 
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よりも大きな収かくは， 「先生，子供のからだの様子がよく

判かりました。どうも， うちの子は，偏食しているのでこれ

ではいけませんから直します」といってくれた固親等，子供

も教師も親も， どの点を注意し，いかなる点を指導し，管理

したらよいかが判った。

だいたい，①学年が進むにつれて，身長，体重の成績が低

下している。② 走においてもこのことがいえる。 ③女子の

「けんすい」は平均を下まわる。＿等，第一次のこころみ

として知り得た。

学年が進むにつれて，身長，体重の低下は，へき地での営

餐に関係があるのでなはいかと思われる。特に，農繁期の営

投に就いては，子供を守るという立場から一考を要する。六

年生の学級の調べでは，十月の農繁期中，魚をたべたもの，

100食中， 最高 30食， 最低 3食，平均25食となっている。普

通食としての魚がこの位だから，肉類だとかパター，油など

の脂肪栄養の摂取は，思いもよらぬことだといえる。また粗

食の上，労働の強制も一因をなしていると解せられる。

とにかく ，鮮魚をとらないことは，（ほとんどが，ひばし，

ちくわ，かまぼこ，はんべん等を一週間に 2~3度たべる現

状）太田の子の伸びや，太りをおくらせていると思われる。

終わりに一一谷間でくらす子供の健康を願う，子，教師の

実態をいろいろな角度から分析してみた。子供の健康という

点一つPRしてみてもいろいろな問題をふんでいる。

叱ったり，苦しみや，貧しさにたえる子供の場を規定する

だけでは，子供は太ったり，伸びたりしないと思われる。こ

れからの健康管理の在り方は，地域の親達と手をにぎり合う

ことによって，おし広げられるのではないでしょうか。

（兵庫県出石郡但東町太田小学校長）

.• . ... . ビタ ミン， A,D とも 1日の必要量は，500~600単位から 1,000単位で
;'"''・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

l質問 r竿｀ I ...... よい。A,Dは， B,C とちがって貯蔵されるからそれ以上摂ると過剰症をーロ入る ；
: l ... …起こすおそれがある、という意味のテレビ放送があったが，真実はどうなの.............................................................. ・ 

・・・・..ですか。

1. 日本人の ピタミンA •D 所要量

日本人のピタミン所要量は昭和34年に科学技術庁資源調

査会で専門学者の意見に基づいて次のように定められて

います。

成人の所要量 ピタミンAとして 2,000国際単位

（カロチンの場合は 6,000固際単位）

これは英国で行なわれた人体実験の結果に基づいてきめ

たもので， 日本人の摂取すべき最低基準を示したもので

す。

ピタミンの必要鼠は生活環境，生理的条件などで，大き

な差のあるものですが，前記の所要盪の二倍 ・三倍と多

＜摂取して最適量に至らしめることはAの効果を十分に

発揮させるため望ましいことです。

2. ビタミン A •D 過剰症

近年ピタミン剤の発達によってAD製剤において も医療

用の目的に著しく高濃度のものが発売され，これを家庭

で誤って使用し，所要量に比して極端に過大な量，すな

わち一日に 20万， 30万単位という大量を小児に連用し

て過剌症をきたした例が報告されて， ADの正しい用い

方をするようにと警告されています。

所要量に基準をおいて使用すれば害作用の恐れは全くあ

りません。日本では過剰の害より欠乏の害が重大な問題

で，過剰症の実態を知らずにいたずらにこれを強調する

（秋田市工藤五郎）

ことは世人を誤まらせるものです。東北大学でDの過剰

症の問題を発表した時， D服用に対し恐れをいだかせて，

ためにクル病が増加したという話があります。

3. ビタミンAの体内貯蔵

ピタミンA ・Dは水溶性ピタミンと異って体内に貯えら

れます。 しかし体内に貯えられたものがいつまでも有効

ではありません。

大量のAを摂ると肝臓内のAの植が増加しますが，摂取

を中止すると，これが急速に無くなっていきます。

ネズミに過剰のAを与えると， 100年の必要を充し得る

ほどの大量を肝臓に蓄積しますが， Aの投与を中止する

と数週で急激に減少してしまいます。

ピタミンA・Dは他の栄贅素と同様必要な量を毎日とる

ことが理想的な摂取方法であります。

4. ピタミンA摂取の必要性

ピタミンの中には不必要にとられている面も少なくあり

ません。 しかしピタミンAの摂取量は世界の多くの国で

不足していることが認められています。

この事実は日本でも国民栄餐調査など多くの調査で明か

にされています。従って，給食への強化，一般国民への

A補給対策としてのA強化食品の発達等に当局が努力を

払っている状況で，困民の完全な栄養のため補給は重要

な課題てす。 （吉田正信）
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「注7

第1図に同じ。

riii り男 f- とご Jヒ較駐1 し、たし、。 1水位),~準の 'ff定には文部省の沢村が J~Jg j にわたって，翡介．．され

ているが，対象が,'和,,.,生徒に限られているので，全国民のものとはいえない。

昭和 22 年以降i•/'Uれが火施してい る 11'1民栄 1をぶrnは 0 オから 70 才以上までの体位が，Jrn

されている。この両れを沢料として衿衣をめぐ らすぺきであろう。
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